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郷中教育における話し合い活動199
は帰られましたが，その夜五郎兵衛さんはただ一人草牟田の方へ出かけて行かれまし
た。草牟田でも五郎兵衛の事だから，きっと今夜来るに違いないと，或る所へ，オセ
の方をも一緒に集っておられる。そこへ五郎兵衛さんが行かれて，その日の小野樋の
出来事に付いて詰問されました。曰く『今日は私共へ貴公方より水をお飛ばせになり
ました。いやしくも侍たる以上，知ってお飛ばせになる筈はないと考え，それで，何
故お飛ばせになったかと,当方より御案内申上げた次第であります。当方では,きっと
これは，貴公方より知らずに飛ばしたと御挨拶のある事を考えていましたのに飛ばせ
ぬとの仰せ，これまた武士たる者が他人に水を飛ばせるというような無作法不礼をす
る筈のものではありませぬから，斯くお答えなさったでしょうが，またお飛ばせにな
ったでこそ，当方より前の如く御案内申上げたのに，それに対して相当の御挨拶なき
は如何にも心得ませぬ』と理を詰めて申されたので，草牟田の人々も理の当然に一言
の返す言葉もなかったと云う事です。これなども，平素詮議で練りつめておる結果，

勘
実際の場合に処置を誤らなかった例だろうと思います。……」
（表記は現代かなづかいと，新字体に改めた）

この史料により，郷中間の競争，対立が烈しいものであったこと，また，その対立
も，話し合いというよりは，論争によって決着をつける傾向があったことがうかがえ
る。まさに，郷中間のディペートコンテストの観がある。しかしながら，鹿児島には
古くから「議を言うな」という方言がある。先輩に向かっての抗弁や，過度の自己弁
護，空理空論などはこの一言で封じられる風潮がある。郷中における詮議の隆盛とは
相矛盾するようであるが，この一言は，詮議の場において「少ない言葉で，最大の説
明をおこなう」という条件を二歳達に課したのではあるまいか。
三島五郎兵衛の見事な弁論は，自由に何でも語る中からではなく，逆に，このよう
な制約の中で語ることの賜かも知れない。
岩崎宰は，上記の資料の別の箇所で「当時は何をやるにも誠意真剣で殊に詮議の時
など全く真剣で」と述べている。このような真剣さは，問題解決学習としての詮議の
持つ教育的効果を引き出すのに，大いに役立っているといえよう。

３若者組との比較にみる郷中教育

（-）比較の前提

郷中教育は，同時代の他の青年集団に比して，どの面で共通し，どの面で違ってい
たのであろうか。
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2 0 4自由投稿

の程度に応じて処罰が下される。この制裁によって組織の秩序維持を図ろうとしたの
であろう。
若者組においては，違反行為を犯した者を取り調べることを，吟味と称するところ㈱
は割合多かつたようである。郷中教育においても復習の座元，夜咄の座元，式日・式
夜などの定例の会合で，詮議（生活詮議）がおこなわれ，武士道に反くような行為が
なかったかどうか，厳しく問われた。そして，逸脱行為の程度に応じて，稚児には訓

つ玄 チヨカカロ
諭，罰読，素手打撮象廻し，蒲団蒸しなど，二歳には茶瓶負わせ（絶交)，義絶の制御 せ っ か ん
裁があった。郷中では制裁のことを折濫と呼んでいる。
徒への背反行為一（詮議・吟味）-制裁という流れは，若者組も郷中も同じで
ある。しかし，郷中の場合，当事者に対してその非行の理由を問うた上で，処分がお
こなわれた。この点は，静岡県戸田村の浜方若衆組の内緒寄合いと称する制裁，同県
宇久須若衆組の「共喰い」（共吟味）と称する制裁などで，被告の立場の者に，弁明

６力
が一切許されなかったのとは対照的である。
制裁の際に，このように当事者の言い分を聞くか，聞かないかの違いは，若者組の

方は逸脱行為が日常生活や若者組の統制などに直結しているのに対し，郷中の場合は６９
主たる制裁の対象は稚児であり，教育的色彩が濃いためであろうと思われる。

白 ま と め

若者組と郷中教育の活動を対比的に見てきたが，厳密さに欠け，比較としては意味
をなさない面があるかもしれない。若者組と一口に言っても，近世期の青年集団の形
態はさまざまであり，郷中教育との比較上対置されるものを典型化できたとは言い難
いｏ

その上で，敢えて大胆な比較をすれば，集団の閉鎖性，徒や制裁の存在，学習集団
としての機能など，多くの共通点が見い出せる。
スパルタの青少年教育のプログラムは，ギリシア本土への移住以前から，北方のピ

御
ンドス山脈の山間聚落で伝承してきたものであるという指摘がある。郷中の夜咄の座
元なども，ネヤドや若衆宿の変化したものと考えるなら，郷中教育も若者組も，発生
のレベルでは同じものだったと考えてさしつかえあるまい。
ただ，若者組の場合，性風俗上の伝統やしきたり，制裁行為などが，明治以降の合
理的開明的な価値体系からの批判に耐え切れず，学習集団としての機能も学校教育に
奪われて行った。
これに対し，郷中教育は，島津斉彬の郷中の改革に見られるように，後進性，閉鎖

性を打破する施策が講じられ，学習・鍛練集団として，より一層整備されたものにな
っていく。更に，幕末～明治の人材輩出という歴史的評価に支えられて，郷中教育は



郷中教育における話し合い活動２０５

その後，学舎に引きつがれて行った。

４ お わ り に

郷中教育においては，約400年も前から自主的話し合いに基づく活動が奨励され，、
その中から詮議という独得の話し合い学習が発展していった。
再度「薩藩士風考」の定義（図１）を引用すれば，詮議とは討議による常識養成と

いうことになる。中村雄二郎によれば，弁論と常識の結び着きは，西欧社会では古く
から存在したという。つまり，常識の養成は，レトリック（修辞学，雄弁術）を通じ
ておこなわれ，このレトリックは，古代アテネやローマ，ルネッサンスの時代に大い

“
に発展した。
論理学（ロジック）・弁証術（デイアレクティック）が，抽象性と論理性を基盤と

する学問大系をなすとすれば，レトリックは具体性と実践的知識に立脚するもう一つ田
の学問の大系をなしてきた。

「一般に他の諸学芸の問題が隠れた遠い源泉に由来するのに対して，雄弁術はすべ
て公衆に開かれており，いわば，人間に共通の振舞い，習慣，ことばにかかわってい
る。したがって，他のすべての諸学芸では，ふつうの人の理解力や知力からもっとも
掛け離れたものが優れているとされるのに対して，雄弁術では反対に，もっとも不都
合なのは，日常生活で使われる言語やコモン・センスにもとづく習慣から外れている
ことなのである｡」

田
（キケロ『弁論家について』）

常識，つまりコモン・センスとは「社会の中で，人,々が共通（コモン）に持つ，ま
つとうな判断力（センス)」であり，我々はこれなしに日常生活を送ることは困難で
ある。しかしながら，常識は長期間繰り返し使われていく間に，硬直化した生活信条勧
や惰性的な生活習慣に化してしまう危険性がある。「ありふれた知識や惰性化した通
念以上のものとしての常識豊かで洞察力に富んだ知としての常識」は，しばしば鶴
「良識」と混同される。（我灸にとっては，この両者は同一視してもさしつかえある
まい｡）
良識は「人間関係を司り，生活に役立つものを教える一種の感覚（センス)」であ６９
り，本能と科学の中間に位置する。良識は決定の速さにおいては本能に劣るが，柔軟
さと適応性ではこれを上回る。また，科学の正しさは普遍的なものであるが，決定ま
でに時間を要するのに対し，良識の正しさは，実践的で相対的な正しさではあるが，



２０６自由投稿

決定の速さにおいては科学に勝る。良識における正しさはたえず更新される正しさで
あり，その判断が適正であるためには，その「感覚」は絶えず磨かれ，教育される必⑩
要がある。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

詮議を常識養成，それもすぐれた意味での常識＝良識を養成するための学習として
捉え直して承ると，喫煙や校内暴力などのように，青少年の守るべき社会規範そのも
のが揺さぶられている現状下では，詮議的手法の話し合いは，今後研究して承る価値
はあるまいか。
また,「詮議」による常識の錬磨は，社会や人間への生き生きとした関心を引き出

すであろう。生涯教育の前提をなす「自ら学習する意欲と能力」は，このような社会
や人間への生き生きとした関心によってこそ生まれてくるのではなかろうか。更に，

● ● ● ● ●

詮議が小集団での充実した学習体験の場であれば，青少年にとって，詮議は生涯学習
の強力なモティペーションとなろう。

〔注〕
(1)鹿児島県教育委員会編『鹿児島県教育史』（復刻版）大和学芸図書,P.132
(2)同書，ｐｐ､115～６
(3)同書，ｐ､９１

ゲイ
(4)樺山資紀「学舎の前身郷中制度に就て」（麗城学舎出身東京帝国大学学生会
『学舎之研究』1915年，附録,p.1

(5)鹿児島県教育委員会編，前掲書,p､92
(6)樺山，前掲書,p､７
(7 )同書 ,p . 9
(8)松元彦三郎『郷中教育の研究』（復刻版）大和学芸図書,p.187
(9)同書,pp.187～８
⑩ 同 書 ， ｐ ｐ ､ 1 8 2 ～ ３ - ）
⑪同書,P . 187
⑫同書，Ｐ､182
⑬同書，ｐ､181
⑭北川鉄三『薩摩の郷中教育』鹿児島県立図書館,p､２５
⑮鹿児島県教育委員会，前掲書,p.99
⑮以下小稚児の生活の模様は〔樺山，前掲書,p.4～6]に拠った。
⑰（旧制）鹿児島二中地歴部会編『薩藩における郷中の研究』1936年,p.42
⑱同書，ｐ､４２
⑲草牟田郷中において，式夜の席の討議事項は以下のようであった。（毎月１日
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